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研究成果の概要（和文）： 

 役割語とは、一定のキャラクタと対応関係を持つ話し方（語彙、語法、音声的特徴等）のヴ
ァリエーションのことである。本研究では、１）役割語の理論的基盤、２）幼児の役割語獲得
のプロセス、３）個別の役割語についての記述的研究と歴史的起源の探求、４）日本語と外国
語との対照研究、５）教育への応用、という５つの問題について、検討してきた。その結果、
社会的属性が役割語の中核となること、役割語の知識が 5歳までに獲得されること等を明らか
にした。 
 
研究成果の概要（英文）： 

Role language (yakuwarigo) is defined as sets of spoken language features (e.g., 
vocabulary and grammar) and phonetic characteristics (e.g., intonation and accent 
patterns) associated with particular character types. Throughout the funding period, 
this study investigated five research questions: (a) the theoretical basis of role 
language; (b) the process of children’s acquisition of role language; (c) descriptions of 
and the historical origins of role language varieties in Japanese; (d) cross-linguistic 
analyses of role language between Japanese and foreign languages; and (e) the 
educational applications of role language study. The main findings are as follows: the 
formation of role language is based on social attributes, and by the age of five, children 
had already acquired knowledge of role language. 
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１．研究開始当初の背景 
 2003 年に金水が『ヴァーチャル日本語 役
割語の謎』を出版したことを契機に、役割語
という概念が学界に知られるようになった。

役割語とは、特定の話者の人物像（キャラク
タ）を想起させるような、特徴を持った話し
方（語彙、語法、音声的特徴等）のことを指
す。例えば「わしは知っておるんじゃ」とい



う言い方が、多くの日本語話者に老人の話し
手を想起させるような現象であり、その話し
方を〈老人語〉などと名付ける。役割語は、
一種のステレオタイプであり、現実の話者と
は似ていることもあれば似ていないことも
ある。役割語は語彙論・文法論のみならず、
歴史言語学、社会言語学、対照言語学、心理
言語学、日本語教育学等の幅広い研究的基盤
が必要であるが、これらを金水一人でカバー
することは難しい。そこで、多分野の研究者
を集め、役割語研究の基盤を固めることが必
要であると考え、研究チームを組織し、科学
研究費を申請した。 
 
２．研究の目的 
(1) 役割語がどのように形成され、流通し、
また変容していくか、現実の発話と仮想的な
作品内での発話の関係はどのようであるか、
という問題について理論面と実証面の双方
から明らかにしていく。 
(2) 特に、心理学的な観点から、幼児がどの
時点で、どのようなプロセスで役割語を獲得
するか、という問題について実験的な手法で
解答を求めていく。 
(3) 個別の役割語にどのようなものがある
か、また歴史的どのような起源を持つか等に
ついて、実例を収集・整理することによって
記述していく。 
(4) 日本語以外の言語において役割語がど
のように現れているか調査し、日本語との共
通性・相違点等について対照言語学的に探求
する。 
(5) 役割語の知識が、教育においてどのよう
に貢献しうるか、実践的に検討していく 
 
３．研究の方法 
(1) 理論面については、国語史、対照言語学、
社会言語学、言語心理学、文学理論等の先行
研究を参照しながら、実証的・実験的な研究
の成果と突き合わせつつ、仮説を構築してい
く。 
(2) 役割語知識の獲得については、3歳児と
5歳児を対象に実験を行う。刺激音声として、
〈老人語〉〈少年語〉〈女ことば〉〈お嬢様語〉
〈男ことば〉等の台詞を聞かせ、該当する話
者のイラストを選択させるという方法をと
る。 
(3) 個別の役割語の探求については、小説、
マンガ、アニメ、映画等、ポピュラーカルチ
ャー作品を中心に幅広く用例を集め、類型を
機能していく方法をとる。特にマンガについ
ては、京都国際マンガミュージアム等を活用
し、豊富な用例の採取に努める。 
(4) 外国語との対照研究については、研究分
担者・連携研究者の山口治彦、勅使河原三保
子を中心に英語との対照を進め、また研究分
担者・連携研究者の定延利之、鄭惠先が中国

語・韓国語の調査を進める一方で、他の研究
協力者とともにドイツ語、スペイン語につい
て用例を収集・整理し、考察する。 
(5) 教育への応用については、研究分担者・
連携研究者の鄭惠先を中心に、日本語教育・
翻訳教育における実践を積み重ねる。また金
水と研究分担者・連携研究者の岡崎友子が、
人文学教育の入門素材としての役割語につ
いて、実践的に検討を重ねる。 
 
４．研究成果 
(1) 役割語の形成については、性、年齢・世
代、階層・職業等による社会的属性が役割語
の中核を占め、また多く現実を出発点としな
がら、一旦ステレオタイプが形成されると、
現実とは無関係に創作物のみから情報が入
力されるという仮説を構築した。また研究分
担者・連携研究者の定延利之は、キャラクタ
という対象が人格とスタイルの中間に位置
することを主張した。 
(2) 心理実験については、パイロット的実験
の段階ではあるが、3 歳ではほとんど役割語
の知識の運用が観察されず、一方で 5歳では
大人とさほど変わらない知識が形成されて
いることが認められた。 
(3) 個別の役割語については、〈男ことば〉
〈女ことば〉について用例を増やし、時代ご
との変遷を細かく追うことができた。また
〈幼児語〉〈おばあさん語〉〈やくざ語〉等、
さまざまなキャラクタについて用例を収
集・整理した。 
(4) 英語については、日本語との文法上の差
異から、語彙的に明示的な標識に乏しいもの
の、方言、ピジン等を源泉とする役割語が存
在することが確かめられた。ドイツ語、スペ
イン語についても同様であるが、言語個別の
役割語表示の方法も認められた。韓国語につ
いては、日本語に似たキャラ語尾がネット書
き込み等で現れつつあることが認められた。 
(5) 日本語教育では、現在使われている教科
書に既に役割語がふんだんに利用されてい
ることが確かめられ、役割語を意識しながら
有効に利用することが重要であることが示
された。また翻訳教育における実践により、
役割語導入の有効性が実証された。 
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